




A study on “New Sports" in physical education 
Zhang Kun N agami Makoto 
Abstract 
The purpose of this study was to clarify possibility and range about dealing with “New 
sports" in. physical education. 
840 articles which have been discussed about 
1948 tωo 2010 were examined. As a result， 2 tendencies were found out; 
1) There are a mass of“New sports" about“Simplified sports" and “Technics of the body 
about gymnastics and dance"， a few “New sports" about “Latest exploratory sports" and 
“Walking sports"， only a few “New sports" about “Sports for the use of new scientific and 
technological achievement" and “Touring"， and none of “New sports" about “vernacular 
sports"，“Meditational technics of the body" and 
in physical education. 
2) Before the concept of “New sports" emerged，“New sports" have been dealt as a unit in 
physical education. 
We concluded that al “New sports" can be dealt as a unit in physical education in lifetime 
sports soclety 



















































































































































































































(1993) I代スポーツjという3つの時代区分を提案 | スポーツ
(1995) Iし、時代ごとに、スポーツ文化の時代精神と|②新しく考案されたスポーツ
(2000) I合わせると提唱している。 I③簡易スポーツ




























1977年要領まで 294 161 455 
1977年要領から 178 207 385 




















































4 件、 11989 年~1998 年」という時期におい








































件数については、 11947 年~1976 年」という
時期において、計 249 件、 11977 年~1988
年」という時期において、計39件、 11989年
~1998 年」という時期において、計 50 件、












49 件、 11989 年~1998 年」という時期にお













5 件、 11989 年~1998 年」という時期におい







については、 11947 年~1976 年」という時期
において、計2件があったが、 1977年から
の時期においては、計O件であった。
そして、分類5(バナキュラー・スポー
ツ)、分類6 (膜想系身体技法)及び分類8
(ウォッチング系身体技法)に関する体育学
習の件数は、いかなる時期も O件であった。
5開考察とまとめ
まず、分類3(簡易スポーツ)と分類4(体
操・ダンス系身体技法)に関する体育学習
の件数が多く、他の分類に関する体育学習
の件数が少なかった要因を考察する O
1947年に制定した「学習指導要綱」から
体育学習における「ニュースポーッ」の取り扱いに関する研究
2008年に改訂した「学習指導要領」まで、す
べての「学習指導要領」が規定した体育学習
内容の中にはダンスという運動種目がある
ということから、分類41体操・ダンス系身
体技法」が多いと考えられよう。また、体育
学習の内容の実施対象は児童生徒であり、
そして、体育学習内容はほとんどが「競技ス
ポーッ」なので、種目をある程度の簡易化・
易しく工夫したことが当たり前のことであ
るので、分類31簡易スポーッJが多いと考
えられる。
他の分類の体育学習が少なく、さらには
全くなかったという状況となる原因につい
ては、「学習指導要領」の内容の変遷をみて
みると、体育学習内容の中にはあまり載せ
られていなかった、あるいは全く載せられ
ていない状況であることが考えられよう O
以上の結果より、体育学習における「ニユ
ースポーッ」の取り扱いの可能性と限界は
以下のようにまとめられる O
分類3(簡易スポーツ)と分類4(体操・
ダンス系身体技法)については、実際に戦後
からの体育学習において行われており、今
後も引き続き取り使われるものと考えられ
るO
分類2(新しく考案されたスポーツ)と分
類7(ウォーキング系マルチ・スポーツ)に
ついても、戦後からの体育学習において行
われているものであるが、分類2に関する
体育学習は 1999年から大きな幅で増えて
おり、体育学習において取り扱う可能性が
あると考えられよう。分類7は、体育学習件
数が増えている運動種目もあるし、なくな
ってしまった運動種目もあるが、可能性は
あると考えられよう O
分類 1 (最先端科学技術の成果を応用し
て初めて可能となるスポーツ)と分類9(ツ
ーリング・旅)に関する体育学習について、
1977年の学習指導要領以前の時期におい
ては、行ったことがあったので、体育学習の
59 
可能性は残されていると考えられる O
分類6(慎想的身体技法)に関する体育学
習については、『学校体育jと『体育科教育』
という二誌において掲載されていないが、
別の雑誌(第50回全国体育学習研究協議会
長野大会「つみかさねJ)において据花中学
校の太極拳の体育指導案が掲載されている
ことより、体育学習の可能性があると考え
た。
分類5(マージナル・スポーツ)に関する
体育学習についても、『学校体育』と『体育
科教育Jという二誌において掲載されてい
なかったが、例えば、ダンスの体育学習にお
いて、「祭記儀礼の中の舞踊」といったマー
ジナル・スポーツを取り扱可能性があると
考えられよう O
分類8(ウォッチング系身体技法)に関す
る体育学習についても、『学校体育』と『体
育科教育』という二誌において掲載されて
いないが、分類7(ウォーキング系マルチ・
スポーツ)と共通的な部分があるので、体育
学習の可能性があると考えられよう O
すなわち、分類されたすべての領域にお
いて、生涯スポーツ志向の体育学習におい
て取り扱う可能性が追求できるとまとめら
れよう O
6.今後の課題
本研究では、体育学習における「ニュース
ポーッ」の取り扱いは、分類されたすべての
「ニュースポーツ」において可能性があると
結論づけたが、限界についての具体的な検
討は今後の課題になると考えられる O つま
り、それは、体育学習における「ニュースポ
ーツ」の具体的な実践例の検討を必要とす
るのである O
また、後近代社会の注涯スポーツ社会の
体育学習における「ニュースポーツ」をどの
ように取り扱うのか、「ニュースポーッJに
関する捉え方・分類の混乱・暖昧という現
状において、「ニュースポーツjに対する捉
え方や分類や定義などは統一することが必
要なのか、スポーツ領域における、「共生原
理」とは何か、などを今後の課題としたい。
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